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資 　料
ある大学内における運動施設および高頻度利用場所の
一年を通した環境温についての一考察
文谷知明   　府木 　薫 
は じ め に
夏期に体育館で実技の授業を行っている際に，ま
た部活動を行っている部員から「暑い」という意見・
訴えをよく耳にしてきた．その一方で，冬期に校舎
内を薄着で移動している者もみられている．筆者も
夏期の体育館の暑さを体感し，また冬期でも校舎棟
内では暖房が効いているため薄着でいることが多い．
地球温暖化を考えると，冷暖房の電力消費には十分
な配慮が必要であるが，からだに快適な生活環境を
確保することも大切なことである．
そこで我々は，大学内の運動施設および学生の多
くが利用または通行する数箇所の環境温を一年通し
て調査し，今後の快適な生活環境に活かせる基礎資
料を得たいと考えた．
方 法
 ．測定内容
		年 月 日から		年 月日までの一年
間，週に 日（水曜日と金曜日），温度計（熱中症指
標計	；京都電子工業株式会社）を用い
て，川崎医療福祉大学施設（一部，学園施設を含む）
内 
箇所（図 ，表 ）の環境温を地上 
の高さで測定した．項目は気温（Æ），湿度（），
（Æ；湿球黒球温度；   
）である．測定時刻は時とした．測定日
数は日（施設，測定者等の都合により測定できな
かった場合を除く）であった．なおの区分
については，（財）日本体育協会の「熱中症予防ガ
イドライン（熱中症予防のための運動指針）」 に準
じた．
．調査内容
		年度の春学期に体育実技を選択している 
年生
名を対象に，夏期における大学内の運動施設
（第 アリーナ，第 アリーナ，総合体育館，グラウ
ンド）の暑熱感覚を 高等学校時の運動施設の環境
状況（回想による）との比較として，五肢択一（か
なり暑い・少し暑い・同じくらい・少し涼しい・か
なり涼しい）で質問した．調査は全学科対象の講義
科目のなかで 月下旬に実施し，月期の暑熱感覚
を使用施設において回答を求めた．施設のいずれ
か 施設以上に回答した者は名であった．
結 果
表 に測定 
箇所の一ヵ月ごとの気温を，表 に
は湿度を平均値と標準偏差で示した．一年を通じ図
書館内の気温および湿度の変化が最も小さく，その
差は最大Æおよびであった．
図 に，各月を上旬と下旬に二区分した気温の変
化を，つの運動施設と図書館前，図書館内の計 !
箇所について示した．また，図 にはグラウンドの
気温に対する他 箇所（第 アリーナ，第 アリー
ナ，総合体育館，図書館前，図書館内）との差を示し
た．!箇所の気温差は !月上旬（	Æ）と月上旬
（	Æ）で小さく，次いで 月上旬・下旬，	月上
旬（ 時期いずれもÆ）であった．気温差が大き
かったのはグラウンドと図書館内の間でÆ（ 
月上旬）あり，次いでÆ（ 
月上旬）であった．
図 に， 	月期のの変化を つの運
動施設について示した．熱中症予防のために「運動
は原則中止」に該当するÆ以上は 施設（第 ア
リーナ，総合体育館，グラウンド）で延べ 回，「厳
重注意」のÆ以上Æ未満は 施設で延べ
回
あった．
表 に，夏期における運動施設の暑熱感覚を高等
学校時との比較で示した．第 アリーナとグラウン
ドにおいて，「かなり暑い」と回答した者が半数を
超えていた．全般的に暑熱感覚を抱いている者が多
かった．
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図   測定場所（ 箇所）
表   箇所の測定位置
表  一ヵ月ごとの平均気温
ある大学内における運動施設，高頻度利用場所の一年間の環境温 

表  一ヵ月ごとの平均湿度　
図  各月二区分ごとの気温
考 察
熱中症は気温が Æ，ではÆから
起こり始め， Æ以上で多発する 
といわれている．これは概ね   
月期の体育館や
グラウンドの温度に相当する．今回の調査では，
月上旬に一時的ではあるが，図書館内を除く 箇所
に急激な気温の上昇がみられた．熱中症の発生につ
いては，気温や湿度のみならず暑熱馴化の影響も指
摘されており，暑さに慣れていない 月期から熱
中症対策を講じておくことが求められる．運動施設
についていえば，冷房準備も検討しておく必要があ
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図  各月二区分ごとの外気温（グラウンドの気温）との差
図    月期の	

ると考えられる．
一般に，夏期の室内快適温度は Æ程度とさ
れ，今回の校舎内（図書館前，図書館内）の気温は
この温度範囲にあった．しかし，運動施設である体
育館は Æであり，最大  Æも高かった．運動
に不慣れな者，体調不良な者が快適環境下から体育
館に移動して運動（熱産生）をし，さらに体温を上
げることには危険がともなう．体調不良のときは，
体温調節器官を支配する自律神経の働きが低下する
ために，著しく体温が上昇して熱中症が起こりやす
ある大学内における運動施設，高頻度利用場所の一年間の環境温 
表  夏期における運動施設の暑熱感覚  高等学校時との比較  　
い．このことを学生に十分に周知させ，体調管理
に努めてもらうことが大切である．また，運動前と
運動中には適切な飲水を勧め ，運動中には適度な
休息をとることが求められる．
冬期の室内快適温度については Æ程度と
いわれており，図書館前（
 Æ），図書館内
（ Æ）は共にこの温度範囲にあった．外気温
と比べると，月上旬では図書館前は	Æ，図書
館内はÆも高かった．岡山県南部はもともと温
暖な気候であり，厳しい寒さはなく，重ね着すれば
寒さはしのげる．校舎内の温度が高く，外気温との
差が大きすぎると体調を崩しやすくもなる．地球温
暖化への配慮からも，外気温との差を少なくすべき
であろう．コストパフォーマンスの面からも，冬期
の暖房にかかる経費の一部を夏期の運動施設（主に
体育館）の温度環境の危険度を下げることに充当す
ることも検討に値すると考える．
本調査に際し，測定者としてご協力いただいた吉川大喜，
村本丈典，森川正規，山内敬太，北川知樹，大島洋樹各氏
に厚く御礼申し上げます．
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